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D 85 羊毛の漂白効果に対する後処理の影響
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目的　衣料は漂白により白さを増す一方、漂白濃度の増加にともない損傷を生じる。さら

に、家庭で洗濯、日光乾燥及びアイn ンがけのいわゆる後処理を受ける。ここでは、漂白

処理布に与えるこれらの後処理の作用及び後処理を重ねて処理を行うことによる複合作用

の影響について検討する。前報では、酸化漂白剤である過酸化水素を用いて漂白を行った

本報では、ハイドロサルファイトによって還元漂白を行い、化学的物理的損傷の測定より

検討を行った。

方法　前報と同様に、薄手の毛織物を使用した。ハイドロサルファイトを用いて各種濃度

で漂白を行った後、洗濯、日光照射、アイロンがけによる後処理、更に、これらを組み合

わせ&後処理を行い試料布を作成した。これらの試料布の損傷の程度について、白度、切

断時の強伸度、曲げ特性、アルカリ溶解度の測定、更に電子顕微鏡により繊維表面の観察

を行った。

結果　1 ）、漂白濃度のiKいもの程、後処理により試料布は黄変を来し、強度は低下し、

曲げ剛性は高い値を示し硬くなることがわかった。更に、電子顕微鏡による観察から、繊

維表面は荒れて、スケールが崩れるなどの劣化を生じることがわかった。2 ）、後処理を

組み合わせることにより白度及び強度の低下は著しく、繊維表面も一層の劣化を生じた。

漂白濃度の高いものほど、この傾向を顕著に示した。過酸化水素による酸化漂白ほど高い

白度を得ることはできないが、ハイドロサルファイトによる還元漂白も後処理を組み合わ

せることにより、化学的物理的損傷を一層拡大させ、黄変を進ませることが分かった。

D 86 ブリーチアウト衣料による皮膚障害の原因物質の追求
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　､目的　昭和6 2年６月、ブリーチアウ｝したDCブランド黄色綿セ-タ-により起こる皮膚障害が大きな社会問題となっ

た。その原因物質について、各方面から検討されてきたが、最近、国立衛生研究所よりその原因物質の１つとしてヒドラ

ゾン誘導体であることが報道された。著者らもまた黄色染料1（ピグメント6）と次亜塩素ソーダとの反応から皮膚障害の
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原因物質について検討してきたが、新たに、分解物中に含塩素酸アミド誘導体を同定したので、そのブリーチアウト機構

と共に報告する。

　方法　・の骨格と類似のモデル染料２～旦を合成し、これらを塩化メチレン（染料）一水（次亜塩素酸ソーダ）の二層

系で漂白し、分離物をカラムクロマトグラフ■< ―により分離、NMR.MS.IRなどの機器分析からその構造を同定した。また、

対象の黄色綿セーターをX線｀マイクロアナライザーにより表面分析した。
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結果　２からは分解物として､塩素付加酸化による・~旦を単離､同定したが、このうち旦~ヱはアセトアセトアニリ

ド旦と塩素との反応から生成することを別途確認した。旦～ヱは農薬（除草剤）でブタクロールとm造が類似した含塩素

酸アミドである。これらの生成比はpHに大きく左右されること、特に旦は酸性下での反応で始めて優先的に生成すること

がわかった。講演では漂白分解の機構，表面分析の結果についても述べる。
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